
「 な ん で 英語 や る の 」 問 題 の 哲学 的 分 析 (第 HI BB) 

発表 要旨 

千葉 将 希 

現在 、 日 本 で は 大 部 分 の 人 が 義務 教育 の 一 環 と し て 英語 を 学ん で いる 。 し か し 、 な ぜ 英 語 が 公用 語 

で も な い 日 本 で 、 わ ざわ ざ 皆 が 英語 を 学ば な けれ ば な ら な い の だ ろう か 。「 な ん で 英語 や る の 」 問 

題 と も 呼ば れる この 問題 は 、 英 語 教 育 に 関わ る すべ て の 当事者 に と っ て 、 極 め て 実践 的 で ある と 同 

時 に 厄介 な 問題 で ある 。 一 方 で は 、 グ ロー バル 化 の 進展 に より 英語 は 必要 な も の と な りつ つ あ る と 

の 主張 が 、 文 科 省 を は じ め と する 政財界 か ら 声 高 に な され る 。 し か し 他方 で は 、 こ うし た 英語 必要 

論 は 日 本 の 社会 的 実情 か ら か け 離 れ て いる と する 批判 が 、 英 語 教育 学者 た ち に よっ て な され て も い 

る 。 本 発表 (第 部 ) は 、 英 語 の 必要 性 を めぐ る この 論争 を 生産 的 な 仕方 で 決着 へ と 導く に は 、 単 

に 日 本 社会 に 関す る 実証 研究 を 続け て いく だ け で な く 、 そ も そ も 「 英 語 は 必要 」 と は どう いう 意味 

か に つい て 概念 的 整理 を 行なう こと も 不可 欠 だ と 主張 する 。 こ れ ま で 哲学 に お いて な され て きた 

「 必 要 」 概 念 の 分 析 を 踏ま える と 、 一 口 に 「 英 語 は 必要 」 と 言っ て も (少な く と も ) 大 きく 4 つの 

解釈 が 可能 で あり 、 ど の 解釈 を と る か に よっ て 含意 、 妥 当 性 、 論 争 の 行方 も 大 きく 変わ りう る 。 LA 

上 を 踏ま え 、 (1) 引き 続き 英語 の 必要 性 を めぐ っ て さら な る 実証 研究 を 進め る 際 に は 、 ど の 意味 に 

お ける 「 英 語 必要 論 」 を 扱う の か を 明確 に すべ き で あり 、 ま た (2) 本 論争 の よう な 英語 教育 学 の 根 

本 問題 を 解決 へ と 導く べく 、 今後 は 英語 教育 学者 と 哲学 者 が 積極 的 に 協力 すべ き で ある 、 と いう の 

が 本 発表 (第 部) の 提言 で ある 。 

成 ・ 発 表し 、 第 | 部 の 内 容 は 千葉 将 希 が 哲学 の 立場 か ら 作 成 ・ 発 表し た 。
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分 析 哲 学 ・ 科 学 哲学 が 専門 敵 語 ・ 英 語 媒体 授業 を 担当       

Oe Saas ae Seek 東邦 ・ 早 稲田 ・ 都 立 大 
! = 

英語 教育 学 の 哲学 に 関心 
な ん で 英語 を 教え る の か 、 な ん で 英語 を 学ぶ の か 

 



  小学 校 で 正式 教科 (2020 年 て ) 、 

身 語 教 
教育 ・ 学 青 

英語 教育 

「 な ん で 英語 や る の ?」 

学校 で 必修 教科 (事実 上 1950s て *) 
(see 寺沢 2014: 寺沢 2020) 

      

  

  
  

    n> asa 英語 教育 政策 決定 者 英語 教育 学者 
| D SNA OT 政策 の 方 向 づ け 研究 対象 の 意義 づけ 

  に 関わ る すべ て の 当事者 に と っ て 根源 的 か つ 実 践 的 な 問い 
(see 中 津 1974: 寺沢 2014: 鳥飼 2021) 

* 日 本 の 中 学校 に お いて 外国 語 が 正式 な 意味 で 必修 教科 に な っ た の は 2002 年 で ある (寺沢 2014) 。



Fee 

文科 省 : グロ ー バ ル 化 に より 英語 は 21 世 紀 の 日 本 で も 必要 に な る 

の つ 更 
グロ ー バ ル 化 英語 の 必要 性 増大 

   
  (e.g., 文科 省 (2003) 『「 英 語 が 使え る 日 本 人 」 の 育成 の た め の 行 動 計画 』) 

a 以下 で は 文科 省 に よる 「 英 語 必要 論 」 を 主 な 模 討 対象 と する * 

* 英語 の 必要 性 を 訴え る 言説 は 、 文 科 省 だ け で な く 他 の 方 面 か ら も 出さ れ て いる が (e.g., 経団連 2000) 、 以 下 で は 便宜 上 文科 省 に よる 英語 必要 論 に 集中 する 。
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    ( 無 作為 抽出 ・ 地 域 抽出 ) 

日 本 版 総 合 的 社会 調査 (JGSS) DEON ae 5511 ee ae elle 
ワー キン グ パ ー ソ ン 調 査 (WPS) 英語 必要 論 は 実態 か ら 程遠い と 結論 

寺沢 拓 敬 (2015) 『「 日 本 人 と 英語 」 の 社会 語 教 育 論 は 誤解 だ ら け な の か 』 

* 同書 で は 「『 日 本 人 』 の 定義 は 分 析 に 用 いる 調査 デー タ の 母 集団 に 依存 する 」 (寺沢 2015, p. 11) 。



寺沢 (2015) の 2 次 分 析 例 
年 頃 の デー タ を 踏ま そる と … 2000 年 ン 20104 

て e 42 
英語 能力 は 賃金 上 昇 に 

    

    

  

仕事 で 日 常 的 に グロ ー バ ル 化 が 英語 使用 を 
を 使う 「 日 本 人 」 は ご く 僅 か 減ら すこ と も ある 大 し て 繋が ら な い 

(e.g., リー マン ショ ッ ク 時 ) (学歴 等 の 疑似 効果 を 除く と ) 

英語 を 

(頻繁 な 使用 者 は せい ぜ い 数 %) 

中 「『 み ん な に 英語 が 必要 』 な ど と いう 空想 的 な 社会 像 」 (p.251) は 慎む べき と 主張



残さ れ た 実証 的 課題 ? 
(see 寺沢 2021) 

き 沢 2015) 寺沢 (2021) 文科 省 (2014a, 2014b) の 予測 * : 
ーー Terasawa (2021) 外国 語 使用 機会 が 格段 に 多い 

ry —_— 

a 

今後 の 実証 研究 ** 

  

21 世 紀 に お ける 英語 必要 論 の 真 偽 を 検証 する に は 、 引 き 続 き 実証 研究 が 求め られ る 
きき し か し 、 そ れ だ け で は な い 

* 文科 省 (2003, 2014a, 2014b) は 、 日 本 に お ける 日 常 的 な 英語 (外国 語 ) 使用 (接触 ) 機会 が 【 そ の 当時 の 段階 に お いて 〕 現に 限ら ちら れ て いる こと を 認め て いる 。 
“寺沢 (2015) は グロ ー バ ル 化 の 可逆 性 や 日 本 の 人 口 規模 を 根拠 に 、 [2010s 以 降 も 〕 日 本 に お ける 英語 使用 機会 は 急上昇 し な い だ ろ うし と 予測 。 
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そもそも 「 英 語 は 必要 」 と は どう いう 意味 か 
今後 の さら な る 検証 の た め に も 、 改 め て これ が いか な る 主張 か を 概念 的 に 整理 すべ き



本 発表 の 主張 
文科 省 : グロ ー バ ル 化 に より 英語 は 21 世 紀 の 日 本 で も 必要 に な る 

w |_  : 

グロ ー バ ル 化 

   
  

      

英語 の 必要 性 増大 

ー ロ に 「 英 語 は 必要 」 と 言っ て も (少な く と も ) 大 きく 4 通り の 解釈 が 可 
どの 解釈 を と る か で 含意 、 妥 当 性 、 論 争 の 行方 は 大 きく 変わ りう る 

※ 本 発表 の 目的 は 今後 引き 続き 「 舌 語 必要 論 」 を 検証 する 際 に 不可 欠 な 概念 的 整理 を 提供 する こと



は 必要 」 と は ど うい う 意 味 か



「 身 語 は 必要 」 と は どう いう 意味 か 

文科 省 (2014a) 

「 今 後 の 我が国 の 社会 経済 の グロ ー バ ル 化 の 進展 の 中 で 、 将 来 、 ど の よう 

な 職業 に 就く に せよ 、 英 語 の 必要 性 は 一 層 強 まっ て いく 」 

  

          

江利 川 春雄 (2016) 

「(《 略 ) 時 代 と と も に グロ ー バ ル 化 が 進み 、 英 語 の 必要 性 が 増す か と いう 

と 、 こ れ も 違 いま す 」 (p.22) 

は 以下 、「 必 要 」 概 念 を めぐ る 哲学 で の 議論 を 踏ま え 「 英 語 必 要 論 」 を 4 つの 立場 に 整理



  

歯医者 に いく こと が 欠か せな い 
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「 必 要 」vs. 「 欲 求 」 
(Frankfurt 1984: see Weale 1998: Brock & Miller 2019) 
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医者 に 行く こと へ の 欲求   

歯医者 に 行き た い 
主観 的 な 問題 

記 を 満た すこ と は 、 単 な る 欲求 を 満た すこ と より も 道徳 的 優先 度 が 高い * 
中 この た め 人 々 は 単なる 欲求 を (レト リッ ク と し て ) 「 必 要 」 と 偽る こと が ある



「 絶 対 的 必要 」vs.「 手 段 的 必要 」 
(Thomson 1987: Wiggins 1998: see Weale 1998: Brock & Miller 2019: Polzler 2021) 

%X% + Wy 
絶対 的 必要 (absolute needs) 手段 的 必要 (instrumental needs)   

な いと 生存 で き な い (or 深刻 な 害 が 及ぶ ) な いと 目標 を 達成 で き な い 
(e.g., 食 、 水 、 住 居 ) (e.g., "民間 宇宙 旅行 に は 60 億 円 が 必要 ”?) 

叶 強い 道徳 的 請求 力 あり WMISIIG PB に ョ の の 症 6 ミ (9 

だ ん halal も 絶対 的 必要 に 入る か も し れ な い ** 
see Weale 1998 

* 「 放 火 の た め に は マッ チ が 必要 だ 」 だ と し て も 放火 と いう 目標 は 高い 価値 を 持た な い の で マッ チ へ の 必要 は 満た さ な く て よい (Brock & Miller 2019) 。 
* 正確 に どこ か ら ど こま で を 「 絶 対 的 必要 」 (「 基 本 的 必要 」 と も 呼ぶ ) の な か に 含め て よい か は 上 難しい 問題 で ある (Brock& Miller 2019) 。



絶対 的 英語 必要 論 vs. 手段 的 身 語 必要 論 

a GE = nae 
  絶対 的 英語 必要 論 手段 的 英語 必 

英語 が な いと 生存 で き な い 英語 が な いと 目標 を 達成 で き な い 
(or 深刻 な 害 が 及ぶ ) (英語 な し で も 生存 は で きる ) 

過激 だ が 真 な ら 請 求 力 が 強い 穏健 だ が 請求 力 は 目標 次 第 

a 両者 の 区 別 は 重     

絶対 的 英語 必要 論 の ほう が 手段 的 英語 必要 論 よ り も 過激 な 主張 (その ぶん も し 真 な ら 請 求 力も 強い )



絶対 的 必要 諭 ま た は 手段 的 必要 論 の 例 ? 
  

の を に と 手段 的 必要 性 に つい て の 主 枯 ? 

      

eal er Gl eee C9) 国際 的 な 経済 競争 は 激化 し 、 メ ガ コ ン ペ ティ ショ ン と 呼ば 

れる 状態 が 到来 する 中 、 こ れ に 対す る 果敢 な 挑戦 が 求め られ て いま す 。 さ ら に 、 地 球 

環境 問題 を は じ め 人 類 が 直面 する 地球 的 規模 の 課題 の 解決 に 向け て 、 人 類 の 散 智 を 集 
  結 す る こと が 求め られ て いま す 」 

  
字義 通り に と る と 絶対 的 必要 性 に つい て の 主張 ? 

「 こ の よう な 状況 の 中 略 ) 、 子 ども た ち が 2 1 世紀 を 生き 抜く た め に は 、 国 際 的 共 

通 語 と し て の 英語 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 身 に つけ る こと が 不可 欠 で す 」 

太字 化 は 引用 者 に よる 

 



「 だ れ に と っ て 」 の 必要 性 な の か 

a 合 ve aKa 
  絶対 的 英語 EOP 

英語 が な いと 生存 で き な い 英語 が な いと 目標 を 達成 で き な い 
(or 深刻 な 害 が 及ぶ ) (英語 な し で も 生存 は で きる ) 

過激 だ が 真 な ら 請 求 力 が 強い 穏健 だ が 請求 力 は 目標 次 第 

  英語 は だ れ 【 の < E 存 また は 目標 達成 】 に と っ て 必要 だ と され る の か 

2 あん の た 2 ゴツ 折 作 7



日 本 人 の 英語 必要 論 と 日 本 国 の 英語 必要 論 の 例 ? 

TMCS eee) y aha 
「(《 略 ) 、 子 ども た ち が 2 1 世紀 を 生き 抜く た め に は 、 国 際 的 共通 語 と し て の 英語 の 

コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 身 に つけ る こと が 不可 欠 で す 。 ま た 、 こ の こと は 、 我 が 国 

が 世界 と つなが り 、 世 界 か ら 埋 解 、 信 頼 さ れ 、 SSS eae a 

  

      

  

      

し て いく た め に も G==E 2 AN Ore 日 本 国 

文科 省 (2014b) と に EIN 
「 こ れ か ら は , 国民 一 人 一 人 に と っ て , 異 文化 理解 や 異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン は ま 

すま す 重 要 に な る 。 そ の 際 に , 国際 共通 語 で ある 英語 力 の 向上 は 日 本 の 将来 に と っ て 

不可 欠 で あり , アジ ア の 中 で トッ プク ラス の 英語 力 を 目指 すべ き で ある 。 」 

  

    殿 1 人 1 人 の 日 本 人 に と っ て の 必要 性 だ け で な く 、 日 本 国 に と っ て の 必要 性 も 主張 ? 
太字 化 は 引用 者 に よる 

  

 



  

ニレ Oe 

央 語 は 1 人 1 人 の 日 本 人 に と っ て 必要 
(絶対 的 or 手段 的 に ) 

=> 両者 の ESTES: 

  

SE SED AE a 

英語 は 日 本 国 に と っ て 必要 
(絶対 的 or 手段 的 に ) 

      

  

    a 
英語 が 大 部 分 の 日 本 人 に と っ て 必要 で な く て も 、 日 本 国 に と っ て 必要 な 状況 は (原理 的 に ) あり うる (後述 ) 

*「 日 本 人 」 を さら に どう 定義 むせ る か に つい て は 、 様 々 な 仕方 (e.g., 国籍 、 母 語 、 文 化 ) が あり うる (See 寺沢 2015) 。



本 論 の まとめ 

英語 は 必要 」 と は どう いう 意味 か (4 つの 立場 ) * 

  

絶対 的 必要 手段 的 必要 

  

  
  

          
AAA 英語 が な いと 日 本 人 は 英語 が な いと 日 本 人 は 

生存 で き な い 目標 を 達成 で き な い 

AAE 英語 が な いと 日 本 国 は 英語 が な いと 日 本 国 は 
生存 (維持 ) で き な い 目標 を 達成 で き な い 
  

  き と の 解釈 を と る か で 含意 、 妥 当 性 、 論 争 の 行方 は 大 きく 変わ りう る 

* た だ し 、 こ れ ら 以外 の 「 英 語 必要 論 」 も あり うる (e.g., 「 英 語 が で き な い と 日 本 企業 は 生存 で き な い 」、「 英 語 が で き な い と 日 本 企業 は 目標 を 達成 で き な い 」) 。



どう いう 状況 が 予測 され うる か 

それ ぞ れ の 「 英 語 必要 論 」 か ら 予 測 さ れ う る シナ リオ ( 例 ) 

手段 的 必要   絶対 的 必要 

  AAA 人 々 の 母語 が 英語 化 人 々 が 外向 き 志 向 化 
(cf . アイルランド) (e.g., 留学 し た い 3) 

国 が 外向 き 志向 化 (人 々 は 内 向き ?)   日 本 医 国 の 公用 語 が 英語 化 ( 話 者 は 少数 ?) 
(GE 8 に 2 (e.g., 国際 競争 に 勝ち た い ? 

E 張 が 本 当 に 検証 の 価値 が ある の か も 見 極め て いく べき 
取っ て 代わ っ た 結果 、2016 年 の 統計 で は 学校 以外 で 毎日 アイ ル ラ ンド 語 を 話す の は 3 歳 以 上 の 国民 の 1.796 (池田 2019) 

流 得 な 英語 話 者 は 僅か 49% (Azam, Chin,& Prakash 2013) 。 
1 植民 地 支 配 に より ee レス に お 7 6 = 
2 当初 予定 し て EOS 語 化 を 、 非 ヒン ディ ー 語 地域 の 猛烈 な 反発 で 断念 し た が (鈴木 2007) 、 
3 2010 年 時 点 に area 学生 数 は 、 日 本 か ら の 留学 生 数 と 単純 に 比べ て も 4 倍 強 で あり 、 人 口 比 を 考慮 し て 比べ る と 約 8.6 僅 だ っ た と され る (太田 2013) 。 
4 文科 省 (2011) は 、 日 本 人 の 留学 離れ は 国際 競争 力 維持 と いう 国家 目標 に と っ て 憂慮 すべ きだ と する 。 た だ し 単純 な 日 本 人 内 向き 論 に は 異論 も あり (太田 2013) 。 
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そもそも 「 英 語 は 必要 」 と は どう いう 意味 か 
今後 の さら な る 検証 の た め に も 、 改 め て これ が いか な る 主張 か を 概念 的 に 整理 すべ き



本 論 の まとめ 

英語 は 必要 」 と は どう いう 意味 か (4 つの 立場 ) * 

  

絶対 的 必要 手段 的 必要 

  

  
  

          
AAA 英語 が な いと 日 本 人 は 英語 が な いと 日 本 人 は 

生存 で き な い 目標 を 達成 で き な い 

AAE 英語 が な いと 日 本 国 は 英語 が な いと 日 本 国 は 
生存 (維持 ) で き な い 目標 を 達成 で き な い 
  

  き と の 解釈 を と る か で 含意 、 妥 当 性 、 論 争 の 行方 は 大 きく 変わ りう る 

* た だ し 、 こ れ ら 以外 の 「 英 語 必要 論 」 も あり うる (e.g., 「 英 語 が で き な い と 日 本 企業 は 生存 で き な い 」、「 英 語 が で き な い と 日 本 企業 は 目標 を 達成 で き な い 」) 。



どう いう 状況 が 予測 され うる か 

それ ぞ れ の 「 英 語 必要 論 」 か ら 予 測 さ れ う る シナ リオ ( 例 ) 

手段 的 必要   絶対 的 必要 

  
  

  

AAA ISO Seah ee 人 々 が 外向 き 志 向 化 
(cf . アイルランド) (e.g., 留学 し た い 3) 

国 の 公用 語 が 英語 化 ( 話 者 は 少数 ?) | 国 が 外向 き 志向 化 (人 々 は 内 向き ?) 
(e.g., 国際 競争 に 勝ち た い ? 

      ETE 
(cf. 1 YY F2) 

EAE DAY CIRO MENS SOD AMOTUS NE 
1 植民 地 支 配 に より 英語 が アイ ル ラ ンド 語 に 取っ て 代わ っ た 結果 、2016 年 の 統計 で は 学校 以外 で 毎日 アイ ル ラ ンド 語 を 話す の は 3 歳 以上 の 国民 の 1.79% (池田 2019) 

ン デ ィ ー 語 地域 の 猛烈 な 反発 で 断念 し た が (鈴木 2007) 、 流 得 な 英語 話 者 は 僅か 49% (Azam, Chin,& Prakash 2013) 。 
生 数 と 単純 に 比べ て も 4 倍 強 で あり 、 elas し て 比べ る と 約 8.6 信 だ っ た と され る (太田 2013) 。 

は 異論 も あり (太田 2013) 。 

ert ae ade 用 語 化 を 、 非 ヒン ディ 
学生 数 は 、 日 本 か ら の 留学 生 

学 離れ は 国際 競争 力 維持 と いう 国家 目標 に と っ て 憂慮 すべ きだ と する 。 た だ し 単純 な 日 本 人 内 向き 論 に 
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3 2010 年 時 点 に お ける 韓国 か ら の 嶺 
4 文科 省 (2011) は 、 日 本 人 の 留



今後 に 向け た 提言 (1) 

英語 必要 論 を 主張 ・ 批 判 ・ 検 証する 際 に は 、 
どう いう 意味 で の 「 英 語 必要 論 」 か を 明確 に する 

  

絶 村 的 必要 論 vs. 手段 的 必要 論 、 日 本 人 の 必要 論 vs. 日 本 国 の 必要 論



今後 に 向け た 提言 (2) 

和央 語 教 育 学 の 18 

英語 教育 学者 と 哲学 者 が 積極 的 に 協力 する 

( 他 の 分 野 同様 ) 英語 こ お け る 根源 的 ・ 概 念 的 な 問題 に は 哲学 が 深く 関わ る 

  

    
  

 



寺沢 (2014) 

  

  

  ( 略 ) 現代 の 英語 教育 の 目的 を あら た め 
て 構想 する うえ で は 、 哲 学 的 ・ 倫 理学 的 
な 検討 が 不可 欠 で ある 。 (p.255) フフ 2 

Cf 斎藤 兆 史 (2009) “ 語学 哲学 に 基づく 英語 教育 政策 を ” (p.56) 

      

    
  

  

き 本 発表 が 「 英 語 教 育 学 の 哲学 」 が 広まっ て いく ささ や か な 契機 に な れ ば 幸い
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